
みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動 
推進協議会だより（平成28年５月号） 

〔第２次ステージ運動スローガン〕 

  高めよう安全意識 加速させよう復旧・復興 達成しようゼロ災害 

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

  
平成2８年建設業の労働災害が増加しています。 

平成28年４月末の全産業の死傷者数（休業４日以上）は、671人と前年同期比で55人（＋
8.9％）と増加しています。建設業は、132件と対前年同期比で24件（＋22.2％）と増加し、「鉄骨･
鉄 筋コンクリート造建築工事業」と「その他の建築工事業」を除いた業種で増加が認められます。 
また、死亡者数は、全業種で８人と前年同期比で１人の増加となっており、建設業では３人と前年同

期比で３人と大幅に増加しています。安全週間を前に現場の点検を励行しましょう！ 
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（平成２８年４月末） 

  
「東日本大震災の復旧・復興工事への安全衛生支援」をご活用ください！ 

１．安全衛生巡回指導（無料） 

  ・工事現場の訪問により、直接、専門家（巡回指導員）による必要な助言等が受けられます。 
２．安全衛生教育（無料） 

 ①基礎的な安全衛生教育（２時間教育） 

  ・建設業の基礎的な教育が必要な方、建設業以外からの参入者等が対象です。 

 ②専門工事業に求められる安全衛生教育（３時間教育） 

  ・専門工事業において安全衛生管理を行う方々等が対象です。 

 ③管理監督者等に対する安全衛生教育（３時間教育） 

  ・現場所長（代理人）、管理監督者等が対象です。 
※現場の安全管理の徹底のため、ぜひ、事業者、発注者の方々のご活用をお願いします。 

 （問合せ先）東日本大震災復旧復興工事労災防止支援センター宮城県支部（070-4129-2066直通） 



みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

  

 

 

見えますか？  あなたのまわりの  見えない危険 

みんなで見つける 安全管理 

平成28年度全国安全週間スローガン 

 宮城労働局では、「平成２８年度宮城における全国安全週間実施要綱」を作成し、安全衛生活
動の取り組みを呼びかけています。 
 

平成２８年度 宮城における全国安全週間実施要綱（抜粋） 
 

                           宮城労働局労働基準部健康安全課 
 

１．全国安全週間及び準備期間中に実施する事項 
 ①安全大会等での経営トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意思の統一及び安全意識の 
  高揚 
 ②安全パトロールによる職場の総点検の実施 
 ③安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等の他、ホームページ等を通 
  じた自社の安全活動等の社会への発信 
 ④労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族の協力の呼びかけ 
 ⑤緊急時の措置に係る必要な訓練の実施 
 ⑥「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさわしい行事の実施 
２．継続的に実施する事項 
 ① 安全衛生活動の推進 
  ア 安全衛生管理体制の確立 
  イ 職業生活における安全衛生教育計画の樹立と効果的な安全衛生教育の実施等 
  ウ 自主的な安全衛生活動の促進 
  エ リスクアセスメントの普及促進 
  オ その他の取組 
 ② 業種横断的な労働災害防止対策 
  ア 転倒災害防止対策（ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト） 
  イ 交通労働災害防止対策 
  ウ 非正規雇用労働者等に対する労働災害防止対策 
  エ 熱中症予防対策 
  オ 腰痛予防対策 
 ③ 東日本大震災に伴う復旧・復興工事の労働災害防止対策 
  ア 「みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動」（第５次～第6次期間）に基づく活動の取組 
  イ 輻輳工事における適正な施工計画、作業計画の作成及びこれらに基づく工事の安全な実施 
  ウ 解体用機械等の車両系建設機械との接触防止、高所からの墜落・転落災害防止対策等の徹底 
  エ 一定の工事エリア内で複数の工事が近接・密集して実施される場合、発注者及び近接工事の元 
    方事業者による工事エリア別協議組織の設置 
  オ 職長、新規入職者等に対する安全衛生教育の確実な実施及び作業内容に応じた保護具の使用 

  
安全週間に併せた安全衛生意識向上教育の実施を！ 

 みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動の取り組みとして、安全衛生意識向上教育の取り組みを提案してい
ます。 
 労働災害の発生要因として、作業者の安全に対する意識が不十分によるものが多発しています。   
経験が浅い作業者、他業種からの参入者を含めた作業者に対し、再度、現場の危険性を再確認していた
だくため、安全週間に併せた安全大会などの場で、過去に経験したヒヤリハットや不休災害などの事例
等により、安全衛生意識の向上を目的とした教育を実施していただくようお願いいたします。 
 ※表面記載の「東日本大震災の復旧・復興工事への安全衛生支援」等もご活用ください！ 


